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大日山 35号墳は、6世紀前半に築造されたと考えられる墳長 86mの前方後円墳で、
和歌山環最大級の規模を誇ります。東西の造出しからは、全国初例を含むさまざま
な埴輪が出土しており、重要文化財に指定されています。
後円部には石棚と石梁をもつ高さ約 3mの岩橋型横穴式石室（通常非公開）があり
ます。その横穴式石室を、今回２年ぶりに公開いたします！！
横穴式石室や古墳については、当館ポランティアによる解説も実施いたします。
事前申込など不要で 13:30~15:00 まで、随時受付。どなたでも参加できます。

大日山 35号墳　西トイレ横

※小雨決行。ただし、激しい雨天等の予報により中止の場合は前日の２月 28（土）
の 17 時に判断し、紀伊風土記の丘のホームページにその旨を掲載します。
また、当日午前 9時の時点で大雨、洪水、強風注意報（警報への切り替え含む）が
発表されている場合は、中止とします。
※主催者側の判断で内容を変更又は中止する場合があります。

令和８年 3月１日（日） ※小雨決行・荒天中止
13:30~15:30（最終受付 15:00)

無料※資料館の展示室を見学される場合は、入館料が必要です。

定員なし（時間内随時受付）
※石室には同時に 5人までしか入れないため、お待ち頂く場合があります。

資料館より徒歩 30分
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